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MECENAT AWARDS 2003
受賞企業には、表彰状とトロフィーを贈呈します。

光のトロフィー

ステンレス、LED、 アクリル、ポリエステル樹脂、モーター 他
35× o12 5cm

受賞者がトロフィーを手にするとLEDが 発光しながら回転し、
光の残像現象によリトロフイーの形が現れる。

トロフィー制作

篠田太郎 (しのだ・たろう)
1964年 、東京生まれ。造国家、グラフィックデザイナーを経て95年より美術作家として活動。科学や
哲学のアイデイアを独自の解釈でアートに展開している。

制作コンセプト● 50年前、電子の構造が明らかになつたとき、世間は「なんの役にたつのか ?」 と
間しヽました。応用科学と違つて基礎科学はロングタームで物事を考えるので.すぐに実用に役立
つものではない。しかし後世の人類にとって莫大な価値を生む

―
これは宇宙科学研究所の的

川博士の話ですが.文化にもあてはまる考え方のような気がします。企業のメセナ活動は、遠い

将来に必ず利益をもたらすことにつながると信じます。今回のトロフィーは、時空間の基準となる

〈光〉をテーマにしました。これはメセナが.文化の基礎を発展させる光となることを願うものです。

Xトロフィーの制件者は.東京オペラシティアートギャラリーの堀元彰氏に協力いただき、指名コンペテイションを実施して選びました。

ル′ECξ′Vス TA"ARDS 2003 θ′



ごあいさつ

「メセナ大賞2003」 の受賞活動 8つを決定いたしました。受賞

される企業ならびに企業財団の皆様、誠におめでとうこざいます。

本賞は、優れたメセナ活動により芸術文化の振興に高く貢献

された企業・財団に対して、その功績をたたえ、活動のいつそうの

充実を祈念してお贈りするものです。1991年 の創設から本年で

13回 目を数え、今回で100件を超える活動を表彰させていただく

ことになりました。こ応募ならびにこ推薦をいただきました皆様に、

厚く御礼申し上げます。

本年も全国から多数の活動をお寄せいただきましたが、年を

追うことにメセナが着実に根付き、広がりを見せていることを実感

しております。応募案件はあらゆる分野におよび、活動の形態も多

岐にわたつて、いずれも各社の創意工夫が感じられるものばかりで

した。企業にとっては決して順風とはいえない経済状況において、

日々活動を推進しておられる各社のこ努力に心から敬意を表します。

そして、数多くの優れた案件のなかから限られた数の受賞活動を

選ぶ労をいとわず、真摯な議論を尽くしていただきました審査委

員の皆様にも御礼を申し上げます。

このたび受賞される8つの活動は、今日の芸術文化環境のな

かで果たされた実績を特に評価しておりますが、さらに活動を継続・

発展されますことを期待しております。

また、今回より新たに「文化庁長官賞」が創設されました。企

業メセナに対する期待の大きさを受け止めるとともに、官民のパ

ートナーシップの絆をより深めてまいりたいと願つております。今

後とも、皆様のこ理解とこ支援を賜りますようお願い申し上げます。

社団法人 企業メセナ協議会

会長・理事長 福原義春
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審査委員

二池上 惇 (いけがみ じゅん)
京都橘女子大学文化政策学研究科長、同文化政策学部長、京都大学名誉教授。

経済学博士。文化経済学会元会長、日本財政学会顧問。研究領域 固有価値と創造都市。

主著に「文化経済学のすすめ』、『生活の芸術化―ラスキン モリスと現代」、『情報社会

の文化経済学」、「現代のまちづくり(共著 )」 (91～ 2000年、丸善 )、「財政思想史」(99
年、有斐閣 )、 「文化と固有価値の経済学」(2003年 、岩波書店 )。 その他多数。

畠柏木 博 (かしわぎ・ひろし)
デザイン評論塚、武蔵野美術大学教授。

思想理論を基盤として、インダストリアル デザインから都市 テクノロジー批評などを

幅広く論じる。大学では近代デザイン史を指導。著書に、Fデザインの20世紀」(92年 )
Fユートピアの夢」(93年 )、 F家事の政治学」(95年 )、 F芸術の複製技術時代」(96年 )
『モダンデザイン批判」(2002年 )ほ か。

出南條史生 (なんじょうふみお)
森美術館副館長。国際交流基金、ICAナ ゴヤ ディレクター、ナンジョウアンドアツシエイ
ツを経て現職。「べニスビエンナーレ」日本館 (97年 )、「台北ビエンナーレ」(98年 )、
「横浜トリエンナーレ2001」 をはじめ国内外で数多くの展覧会を手がける。

自治体や企業による公募展、アーティスト イン・レジデンスなどの審査委員も歴任。

国際美術評論家連盟 (AICA)副 会長、国際美術館会議 (CIMAM)評 議員。

畠松岡和子 (まつおかかすこ)
演劇評論家、翻訳家。日本シェイクスピア協会会員、国際演劇評論家協会会員。

95年、第2回湯浅芳子賞 (海外戯曲翻訳部門 )受賞。

著書に『すべての季節のシェイクスピア」(93年 )、 F快読シエイクスピア」(99年 )。
現在、シェイクスピアの全戯曲を翻訳刊行中、既刊 {よ「八ムレット」

「マクペス」など14作 品。

畠三善 晃 (みよしあきら)
作曲家、東京文化会館館長。桐朋学園大学学長を経て95年より現職。

毎日音楽賞、NHK作曲賞、モービル賞など多数受賞。89年に日本芸術院賞を、
96年にはフランス政府より文芸オフィシエ賞を受勲。2000年にオペラ「遠い帆」で
サントリー音楽賞受賞。日本芸術院会員、文化功労者。合唱と管弦楽のための

「レクイエム」「詩篇」「響紋」の三部作をはじめ、作品はあらゆるジャンルにわたる。

畠森まゆみ (もりまゆみ)
作家、谷根千工房主宰。出版社で企画 編集に従事した後、フリーに。

84年に地域雑誌「谷中 根津 千駄木』(通称「谷根千」)を 創刊、愛読者を集める。
「鴎外の坂」で97年度芸術選奨文部大臣新人賞受賞。92年、サントリー地域文化賞
99年、日本建築学会文化賞受賞。ほかに「小さな雑誌で町づくり』(91年 )、
「かしこ―葉」(96年 )など著書多数。

二渡辺 裕 (わたなべ・ひろし)
東京大学大学院助教授、美学芸術学を教える。

玉川大学助教授、大阪大学助教授を経て96年より現職。著書『聴衆の誕生」(89年 )に て
サントリー学芸賞、「日本文化モダン ラフソディ」(02年 )に て文部科学大臣新人賞受賞。

ほかに「文化史のなかのマーラー」(90年 )、 「音楽機械劇場」(97年 )、

F宝塚歌劇の変容と日本近代」(99年 )などがある。

畠 福原義春 (ふくはら・よしはる)
(株 )資生堂名誉会長。(社 )企業メセナ協議会会長 理事長。

企業の社会貢献、文化へのパトロネージュに関心が高く、現職のほかに東京都写真美術

館館長も務める。フランスよリレジオン・ドヌール (グラン・トフイシエ章 )受章。

主な著書に F企業は文化のパトロンとなり得るか」(90年 )、「文化資本の経営』(99年 )
『メセナの動き メセナの心」(2000年 )。

(敬称略 50音 順 )
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選考経過

「メセナ大賞2003」 は、本年3月上旬より募集を開始し、5月末

で応募を締め切りました。案件の募集にあたつては、自らの活動を

応募いただく自薦方法とあわせて、芸術関係者の方々などから、優

れたメセナ活動をおこなつている企業や企業財団を推薦いただく

方法を採用。また今回より、すでに受賞した活動でも、受賞後 5年が

経過したものについては応募の対象としました。その結果、26件の

推薦を含む計131件 (113団体)のこ応募を全国よりお寄せいただ

きました。これらの応募案件について、協議会会員の担当者からな

る大賞部会で約4ヶ月にわたる調査・取材をおこない、9月下旬の審

査会にはかりました。

本年より新たな審査委員を迎えておこなわれた審査会では、ま

ず、選考基準をどこに置くかということについて議論がなされました。

アーティストや芸術団体に与えた影響力、鑑賞者の拡大といつた芸

術文化の普及・向上に対する貢献とともに、各企業がどれくらい主

体的かつ独自の方法で活動にかかわつているかが重要との見解で

一致。また、活動の継続性を重視する一方で、今後の発展性や革新

性にも着目した選考となりました。三度にわたる会議の末、受賞活

動8つを選び、そのなかから大賞を決定、残る7つの活動については、

それぞれ特に評価された点を賞の名前に反映させて考案しています。

大賞を受賞された財団法人常陽藝文センターは、多彩な事業に

より地域文化の振興に努めてこられ、地道な活動に賛同する多くの

友の会会員を有します。近年、全国各地で、地域固有の文化の発掘

と紹介、それによる地域の活性化をめざす取り組みが展開されてい

ますが、同センターの長年にわたる実績はその好例に挙げられるで

しょう。また、助成・顕彰事業における先駆的な仕組みづくりや、独自

の経営資源を活かした支援活動にも注目が集まり、今後のメセナの

あり方にヒントをもたらすものとして評価されました。

今回は前年度を上回る応募件数となり、新規の活動も多数寄せ

られました。惜しくも受賞にはいたらなかつたものの優れた活動が

多くあり、今後の展開を大いに期待したいと思います。

社団法人 企業メセナ協議会

大賞部会
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メセナ大賞2003受賞活動

メセナ大賞
」レ財団法人常陽薔文センター

郷土の芸術・文化の発掘と普及

-20年 目の挑戦

地域文化賞 鶴 株式会社松明堂書店

松明堂ギャラリー・音楽ホールの活動

舞台芸術牽引賞 緩財財団法人セゾン文化財団
現代演劇・舞踊への助成

芸術環境創出賞 ち 財回法人ポーラ美術振興財団
美術分野における助成事業と

美術館事業の展開

紹介ペー

新領域開拓賞

新世代支援賞

文化庁長官賞

児童文化貢献賞 ら 株式会社ジヤバンエナジ…
「」OMO童話賞」の実施

継続の力賞 ・フ出光興産株式会社

「題名のない音楽会」の継続提供

ρθ6

ρ08

ρ′θ

ρ72

`9トヨタ自動車株式会社      ρ74
「卜∃タコレオグラフィーアワード」の実施

・ ヮホルベインエ業株式会社     ρ76
第17回「ホルベイン・スカラシップ」の実施

ρ78

ρ20

～
財団法人常口菫文センター    ρ22
「藝文友の会」を通じた常陽銀行の社員、

家族に対する文化芸術に親しむ機会の提供
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メセナ大賞

財団法人常陽藝文センター

郷土の芸術 文化の発掘と普及 - 20年 目の挑戦

財団法人常陽藝文センターは、1982年、常陽銀行の創立 50周

年記念事業の一環として設立された。当時、頭取であつた青鹿明司

氏 (現・財団会長)の「芸術文化活動の核になる施設をつくり、県民

の皆さんに奉仕したい」との理念に基づくものであり、翌83年には

水戸市に常陽第百郷土会館を開館して、多彩な事業を展開している。

1階の藝文ギャラリーでは、郷土ゆかりの美術作家の個展を年

8回開催。2階の教室では、社会人の学習の場として「藝文学苑」を

開講、一般教養・文学・創作など90講座 100ク ラスを設けており、年

間の受講者は 6′ 200人余を数える。7階には302席のホールがあり、

年数回のコンサートを開催するほか、一般の発表会にも貸し出す。

ほかにも4階アリーナや3階会議室は、さまざまな催しや集会に利

用されている。

同センターの友の会会員は、茨城県内に約4万 7,000人 を有す

る。会員サービスとして、県内各地の公共ホールでコンサートを開

催したり、移動教室や企画旅行をおこなうほか、毎月発行の機関誌『常

常陽藝文センター 1階のギャラリー
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陽藝文』を配布。毎回、茨城の歴史・文化・風土を掘り下げる特集を

組んでおり、郷土文化を紹介する冊子として高い評価を受けている。

すでに通巻246号を超え、発行部数は年間66万 5,000部にのぼる。

さらに∨TR事業としても、県内の伝統行事や歴史的遺産、郷土作家

を取り上げるなど、これまでに106本のビデオを自主制作している。

95年には、地域の金融と貨幣の歴史を紹介する常陽史料館を

開設。常設展・企画展をおこなうとともに、史料ライブラリーを設け、

郷土史料を中心に約2万 5′ 000冊の蔵書を公開している。これらの

事業を運営するために、学芸員、司書などの有資格者を含む総勢37

名のスタッフを配置、長年にわたる真摯な取り組みで地域文化の振

興に貢献してきた。

常陽藝文

評価ポイント 地域に根ざした多岐にわたる活動は、地域文化振
興のモデルケースとなる。 友の会会員をはじめ地域住民に活動
の場を広く提供している。

財団プロフィール(2003年3月現在 ) ※[   ]内 は常陽銀行のデータ

財団所在地 茨城県水戸市 基本財産 5億円 [資本金:851億 1,300万円]

業種 財団 [銀行] 職員数  37人 [3,766人 ]

創立年   1982年 [1935年 ]  URL   http:/′ www.loyonet.coj口～geibun/
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地域文化賞

株式会社松明堂書店
松明堂ギャラリー・音楽ホールの活動

1966年に東京・小平市たかの台駅前商店街に店を構えた松明

堂書店は、87年の改装の際、地階に約40m2の多目的スペースを開

設した。社長はじめ社員がおもしろいと思う美術や写真の展覧会を

自主企画していくうちに、音楽やパフォーマンス、映画上映会など、

多岐にわたる分野のアーティストが集う場となり、アーティストと地

域住民、アーティスト同士の自然な交流が続いている。これまでの

約 15年間で手掛けた自主企画は350件を超え、それらを通じた

広いネットワークが形成されている。

松明堂書店の社長・松本昭氏は、活気ある店づくりが地域づくり

に発展していくことを望んでおり、文化活動の拠点が人々の出会い

の場となることをめざしているという。その影響か、商店街の喫茶

店でも作品を展示したり、近隣にギャラリーができるなどの動きも

出てきた。買い物途中の地元の人たちが、気軽にアートに出会える

環境が生まれてきている。

97年には、新所沢駅近くのビル地階に「松明堂音楽ホール」を

θ8
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開設。これを機に、たかの台のスペースを「松明堂ギャラリー」と称

して、それぞれ美術と音楽の分野に特化した活動を展開するように

なる。ギャラリー、音楽ホールとも専従のスタッフを擁し、独自の催

しだけでなく連携した企画もおこなつている。

松明堂音楽ホールは、∃―ロッパの古楽器や民族楽器を楽しむ

場として設計された最大 100名収容の小ホール。木の長椅子が並

ぶ空間は、染布やブロンズなど多彩な作品に囲まれ、フレンチスタイ

ルのチェンバロとグランドピアノが置かれている。こうした贅沢な空

間で、国内外から演奏家を招いたコンサートを年 6回ペースで開催

するほか、コンサートや練習にも貸し出し、新たなフアンも増えてき

た。今後さらに、アーティストや地域住民の交流の輪が広がることを

期待したい。

評価ポイント アーティストや地域住民の自然な交流の場ができ
ている。 活動が段階的に発展し、個性的な空間と企画でフアン
を集めている。

企業プロフィール (2003年 3月現在)

本社所在地 東京都小平市 基本金  1′000万円

書籍販売 従業員数  7人

URL   htp:〃shomeido.1ノ創立年    1966年
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舞台芸術牽引賞

財団法人セゾン文化財団
現代演劇・舞踊への助成

セゾン文化財団は、現代演劇・舞踊への助成事業をおこなうこ

とを目的に、1987年 、堤清二氏の出捐により設立。以来、日次代を

担うアーティストの創造活動に対する長期的な支援、口資金助成の

みでない複合的な支援、日芸術活動を支えるインフラストラクチャ

ーの整備・改善への取り組み、の 3方針にもとづいて多様なプログ

ラムを展開してきた。

助成事業の中核である「芸術創造活動」プログラムは、演劇・舞

踊団体の創造活動に対して3年間継続して助成をおこなうもので、

92年にスタート。これは当時、八―ド優先の文化行政や企業による

冠公演、単発的なサポートが主流であったことから、より中長期的な

スタンスに立った創造への支援を志したものである。

同プログラムでは、ひとつの団体につき年間300～500万円を

3年間にわたり支給。再応募も認め、最長 6年間の継続的な助成を

おこなつてきた。これまで対象となつた団体は26件あり、いずれも、

今日の演劇・ダンスシーンの中核的な存在として国内外に活躍の場
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遠藤康行ワークショップ発表会 (森下スタジオ)
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を広げている。

同時に芸術活動を支えるインフラ整備にも努めており、「創造

環境整備活動」プログラムとして、アーツマネジメントの留学・研修

や調査研究などにも助成をおこなつてきた。国際交流の促進につい

ても、日本の現代演劇・舞踊に関する会議やシンポジウム、翻訳出版

への助成、国内外での共同創造事業などへの支援をおこなつている。

94年には、江東区に「森下スタジオ」を開設。助成先を中心に

稽古やワークシヨップの場として貸与するほか、各種セミナーなど情

報交流の場として活用している。2000年からは、外部団体との共催

事業である「セゾンシアタープログラム」を開始、他企業との若手振

付家育成プログラムや、公共ホールとの舞台技術者養成講座を実施

するなど、総合的な取り組みを展開している。

評価ポイント 助成事業とともに場を提供するなど、複合的な支
援がおこなわれている。 演劇・舞踊団体の創造面を支え、リード
してきた功績は大きい。

財団プロフィール (2003年 3月現在)

財団所在地 東京都中央区 正味財産 101億 9,838万円

職員数   7人

URL http://www.saison.or.jpl

創立年   1987年
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芸術環境創出賞

財団法人ポーラ美術振興財団
美術分野における助成事業と美術館事業の展開

ポーラ美術振興財団は、1996年 5月、当時のポーラグループの

総帥、故・鈴木常司氏の出捐により設立された。当初より、美術分野

における助成事業をおこなうとともに、2002年 9月 には箱根にポー

ラ美術館を開館して、その運営にあたつている。

助成事業は、日若手美術家の在外研修、口美術館職員の調査研

究、日美術に関する国際交流の 3分野を対象としている。若手美術

家の在外研修助成は、一人あたり340万円を上限に毎年 18名程度

を選出。美術家の海外派遣に対する支援そのものが他にあまりな

いため、多数の応募が寄せられる。学芸員の調査研究、ならびに国

際交流プログラムについては、1件あたり200万 円を上限にそれぞ

れ12件程度を助成しており、毎年の助成総額は約 1億円におよぶ。

一方の美術館事業については、鈴木常司氏が40数年にわたり

収集してきた美術作品を公開したいとの構想を具現化したもので

ある。自然に恵まれた場所で、ゆつたりと美術に触れてもらいたい

との思いから、箱根・仙石原の地を選定。「箱根の自然と美術の共生」

72



をコンセプトに、建物は木々の間に隠れるように設計し、敷地内には

新たにブナやヒメシャラを植樹するなど、周囲の環境に最大限の配

慮がなされている。

美術館の開設にともない、鈴木常司氏からは個人コレクシヨン

がすべて寄贈され、ポーラ企業所蔵の作品も寄託された。総数

9′ 500点を超えるコレクションのうち化粧道具の類が 6′ 000点余を

占めるが、特に西洋近代洋画のコレクシ∃ンに評価が高く、モネ、ル

ノワールなどの 19世紀フランス印象派絵画をはじめ、ポスト印象派

やエコール・ド・パリの画家たち、ピカソ、カンディンスキーら20世

紀絵画までが中核をなす。同館では、これら所蔵作品による企画展

を年3回開催しており、多くの来館者を集めている。

(隔 )ボーラ美術振興財団

平成15年度 助成金贈呈式

評価ポイント 若手美術家や学芸員など人材育成の環境づくりに
取り組んでいる 豊かな自然のなかで美術と出会う場を創出して
いる。

財団プロフィール (2002年 3月末現在)

財団所在地 東京都品川区 正味財産 136億円

職員数  16人

URL http://www.pola-art-foundation.jp/

創立年    1996年
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新領域開拓賞

トヨタ自動車株式会社
「卜∃タヨレオグラフィーアワード」の実施

「卜∃タコレオグラフィーアワード」は、次代を担う振付家の発

掘およびそれを取り巻く環境の活性化を目的に、卜∃夕自動車と世

田谷パブリックシアターの提携事業として2001年 に創設された。

ダンス支援に積極的に取り組む同社の担当者が、よリアーティストの

ステップアップにつながる仕組みをつくりたいと発案、それまでの経

験と人脈を活かして実現したものである。

同アワードでは、年齢やジャンルを問わず、自らの振付作品を発

表した経験のある人を対象に、作品を収録したビデオテープを公募

する。2001年、2002年とも200件を超える応募があり、そのなか

から7人の選考委員により8名の振付家を選出。選ばれた振付家は

最終審査会となる「ネクステージ」で30分以内の作品を上演し、舞

踊家・天児牛大氏を委員長とする4人の審査委員により、「次代を担

う振付家賞」が1名に贈られる。

選考委員には各地のホール関係者やプロデューサーを起用し、

審査委員は欧米のダンス界で活躍するディレクターに依頼。これも、
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